
医療従事者支援 

日本財団より化粧品の贈呈 

ドミノピザの「無料ピザで地域支援」 

11 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

                                                                           

 

 

 

腎愛会ニュース 第 42号に寄せて 

 
一昨年2019年の今頃は、翌2020年に開催が

予定されていたオリンピックを楽しみにそれまでと

変わらぬ日常を過ごしており、まさか 1年以上に渡

り、世界中で新たなウイルスが猛威を振るうことに

なるとは、夢にも思っていませんでした。 

 当グループでも定期的に対策会議を開催するな

どしながら、感染拡大防止に努めてまいりました。

職員に対しても業務中はもちろんのこと、政府の提

言を参考に移動や会食に関するルールを設け、全職

員の協力のお陰で現在のところ院内感染等は起きて

おりません。 

このコロナ禍で何が残念かと申しますと、法人の行

事が殆ど出来なかったことです。歓送迎会や新入職

員の宿泊研修、ボウリング大会、忘年会など全て中

止となりました。またこれまでお昼は部署を超えて、

わいわいとおしゃべりしながらの食事でしたが、今

や「黙食」、業務時間以外でコミュニケーションをと

ることが難しいなど、様々な制約の中で業務にあた

ってくれています。 

そんな中、私達職員にいただいたあたたかいご支援

とグループでの取り組みをご紹介いたします。 

コロナ禍でどの業界、業種も大変な思いをされてい

ると思いますが、医療従事者支援ということで沢山

の方に応援していただいているということがわかり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても大きな励みとなりました。 

また毎年夏に開催しているターザン会（暑気払い）

に代わる行事として、ターザンフェスと題して多く

のキッチンカーのご協力を得て、楽しい時間を作る

ことができました。 

感染の終息がいつになるかはわかりませんが、様々

なご支援に励まされ、新たな楽しみを見つけながら、

引き続き職員一同頑張ってまいりますので、今後と

もよろしくお願いいたします。 

 

事務部 事務長 西 裕美 
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医療法人 腎愛会 
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上山病院                      うえやま腎クリニック 

 内科 腎臓内科 人工透析内科 循環器内科 血管外科     内科 人工透析内科 形成外科 

腎愛会ニュース 

「ターザンフェス」と題し、 

病院敷地内にキッチンカーが集結！！ 



 

 

腎愛会は、今年で 42周年を迎えることができました。長年現場を支えてこられた、うえやま腎クリニ

ック・川迫さん(勤続 36年)に、これまでの経験を振り返りながらインタビューを行いました。 

 

 

入職して何年目ですか？                

 昭和 60年 4月 21日に入職しました。37年目です。 

 

腎愛会に入ったきっかけはなんですか？        

 以前、同じ病院で働いていた先輩看護師が、上山内科クリニ

ック(上山病院)で働いていて、誘われて入職しました。 

 

私だけが知っている腎愛会の秘密を教えてください。  

・腎愛会は新築・改築で 2回引っ越しがありましたが、2回とも経験した職員はあまりいないのではな

いでしょうか。 

・上山病院の腹膜透析は、平成 11年に上山理事長と二人で始めました。それから腎疾患患者様を対象と

した「腎臓病教室」も平成 17年に始めました。 

・上山内科クリニックの頃の理事長は、外来も、夜勤も、透析もすべてされていて、酸素ボンベを担い

で階段を駆け上がったり、台風の時には真っ先に病院に行かれたりしていました。その頃、理事長が

夜勤の時にラーメンを食べようと出前を取ってみんなで食べたのが思い出に残っています。 

 

医療人として日々心掛けていることは何ですか。    

患者様の具合が悪くなることなく、事故も無く自宅に帰してあげら

れるようにといつも心掛けています。 

 

大切にしていることは何ですか。           

まずは、自分の体を大切にすること。あと、“約束を破らない”

“時間を守る”など、人として基本的な事を大切にしています。 

 

これからの抱負                   

あと 2年で定年を迎えますが、まだまだ学ぶことがあり色々習得したいです。フットケアの指導にも

力を入れていきたいと思っています。 

 

今、後輩に伝えたいこと               

今きつくても頑張って学んでいけばいずれは自分の身になりますので、頑張っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤続 20年当時 
（後列左から、理事長、初代事務長） 



 

 

貧血、放置は禁物 

形成外科の術前検査で、引っかかる頻度が多い疾

患が“貧血”です。貧血は創治癒には勿論の事全身へ

悪影響を及ぼします。過度の貧血の時には、改善させ

てからの手術になります。1980 年代の調査でも既に、

日本女性の何と 56.4％が貧血を指摘され、そのうち

55.9％が鉄欠乏性貧血でした。今は更に増加している

のではと危惧されています。健康診断では基本的に

Hb(血色素)だけを確認しますが、実際には鉄やフェリ

チン(貯蔵鉄)まで測定しないと鉄欠乏性貧血かどうか

は分からないため、見過ごされている事も多いようで

す。術前検査では MCV（平均赤血球容積）,MCH（平均

赤血球容積)もチェックしており、低下している疑わしい

人は精査をすすめ確認します。Hbが 12g/dl以上という

正常値でありながら、フェリチン(5ng/ml 未満)が計測で

きないほど低値という方が意外と多くて驚きました。 

貧血を以前指摘されていたけれど、気になる自覚症

状がなく、途中離脱されたという方も多いようなのです

が、継続的にみてみるとなかなか改善していないよう

です。恐らく生活習慣そのものが変わっていないので、

鉄剤を内服しなくなると自ずと低下してしまうのでしょう。

自覚症状がないからと放置されるのは、美と健康面に

おいてお勧めできません。急速進行の貧血ではめまい

やふらつき感等の症状を自覚できますが、ゆっくりす

すむと、不調が日常的になっているのでなかなか自覚

できなかったりするのです。改善してきてようやく不調

だったことを自覚できるようになったりします。症状が

ないからと甘く見ている方、慢性疲労、精神不安定、肌

荒れ、不妊、妊娠・出産後トラブル、創治癒遅等々、悪

影響は多岐に渡りますので、問題が大きくなる前に対

処して欲しいものです。貧血などの慢性疾患は自分で

作っているものも多いのです。ご自身が今の状態を変

える努力をしない限り、進行する一方ですので、今一

度見直して頂ければと思います。 

★貧血の原因として鉄欠乏性貧

血だけではなく、産婦人科系や胃

十二指腸潰瘍などの消化器系の

病気が原因であることもあり、疑

わしい場合はそれぞれ専門科で

の精査が必要です

 

ビューティー・コア・サポート★ 担当医師  上山 菜穗 

 

 

 ☆肉味噌豆腐☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪ じんあいレシピ ♪ 

材料(1人分) 

・木綿豆腐   100g（1/4丁）  

・片栗粉・薄力粉 適量      

・揚げ油     適量 

・鶏ひき肉    40g     

・玉ねぎ（みじん切り） 20g  

・サラダ油       適量     

・万能ねぎ（小口切り） 適量  

 

 

・しょうが（おろし） 0.5ｇ 

・中華だし      0.5ｇ 

・濃口醬油       4ｇ 

・赤味噌       1ｇ 

・上白糖       1.5ｇ 

・片栗粉       0.3ｇ 

 

作り方 

① 水気を切った豆腐に片栗粉・小麦粉を 1：1で合わせた粉をまぶし、 

180℃の揚げ油で揚げる。 

② 鶏ひき肉と玉ねぎをフライパンで炒め、炒めた後調味料を入れる。 

片栗粉は少量の水で溶き、火を止めてから入れる。 

③ 揚げた豆腐の上にひき肉あんをかけ、上に万能ねぎを盛りつけ完成。 

エネルギー 220 kcal 

たんぱく質  16.4g 

塩分     0.8g 

カリウム   299mg 

上山病院伝統の味シリーズ②～肉味噌豆腐～ 

豆腐と鶏ひき肉を使用した、ボリュームある 1品となっています。揚げ豆腐をかぼちゃ・な

すなどの野菜に変えれば副菜にもなります(*^^*) 

 

ビューティー・コア・サポート★コラム⑯ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

              
 暦の上では秋が終わり、今年の秋は例年よりとても早く感じました。あまりの気温の変化に、服や寝具を急いで取り

出した次第です。先日、今年度初のおでんを作りました。 鹿児島では味噌おでんが主流のようですが、我が家はなぜ

か醤油のおでんです。おでんは、各家庭で具材も味も違います。昔、はんぺんが入っている家庭にお邪魔したことがあ

りますが、衝撃を受け、その日からは私ははんぺんを入れるようになりました。おでんには全国様々な具材があるよう

です。おでんを作る際には、色々な材料に挑戦してみてはいかがでしょうか。      地域連携室 脇田 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者福祉複合施設光陽 

〒890-0073 鹿児島市宇宿 3丁目 22-10 

TEL.099-257-5455  FAX.099-257-5445 

ケアプランセンター光陽     TEL.099-257-5210 

サービス付き高齢者向け住宅光陽    TEL.099-257-5455 

ヘルパーステーション光陽        TEL.099-257-5212 

●○地域連携室日記○● 

☆ 腎愛会 INFORMATION ☆ 

上山病院 

〒890-0073 鹿児島市宇宿 3丁目 17-6 

TEL.099-257-2277  FAX.099-252-0722 

診療科目 内科・腎臓内科・人工透析内科・循環器内科・ 

血管外科 

病 床 数  40床（医療療養病床） 

診療時間  9:00～13:00 14:00～18:00 ※予約診療も受け付けています。 

（午前受付 12:30まで、午後受付 17:30まで） 

夜間透析  17:00 ～ 23:00（月・水・金） 

休  診  日曜日･祝祭日･木曜日午後･土曜日午後 

※ただし、急患はこの限りではありません。 

診療内容 ・一般保険診療 

・禁煙外来（保険での禁煙治療） 

・鹿児島市いきいき受診券での特定･長寿・一般健診 

・学校腎臓･糖尿検診実施医療機関 

・個人健康診断 

・企業集団健康診断（自費） 

うえやま腎クリニック 

〒890-0073 鹿児島市宇宿 4丁目 39-20 

TEL.099-275-3211  FAX.099-275-3212 

診療科目 内科･人工透析内科・形成外科 

診療・施術時間 10：00～17：00（受付 16：00まで） 

休    診   日曜日（ビューティー・コア・サポート★は 

          不定期で日曜営業あり） 

ビューティー・コア・サポート★ 

お問い合わせ 電話 090-7925-3211 

グループ本部 

〒890-0073 鹿児島市宇宿 3丁目 21-5 

TEL.099-259-8811  FAX.099-259-8469 

インフォメーション 

サービス付き高齢者向け住宅「光陽」 

日当たり良好！商業施設も近くにあり立地条件はとても良いです。 

お問い合わせ（電話）：099-257-5455 
●タイプⅠ 

（お 1人部屋）26㎡（7.8坪） 

家賃 50,000～52,500円  共益費 5,000円 

生活相談サービス費 26,400円 

合計 81,400円〜＋食費（47,430円＝30日×３食（普通食）） 

    ＝128,830円～※ 

※介護保険サービス等のご利用がある場合は、こちらの金額に 

一部負担金が加算されます。水道・電気・ガスは別途契約です。 

アクセス： 

バスでお越しの場合 市営脇田バス停徒歩 5分 

市電でお越しの場合 市電脇田電停徒歩５分 

JRでお越しの場合  JR宇宿駅徒歩７分 

高齢者福祉複合施設光陽 
〒890-0073 鹿児島市宇宿 3丁目 22-10  TEL.099-257-5455  FAX.099-257-5445 

ケアプランセンター光陽 TEL.099-257-5211 ヘルパーステーション光陽 TEL.099-257-5212 サ高住光陽 TEL.099-257-5455 


